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令和７年度 学校関係者評価報告書について 

 

 

 大阪ペピイ動物看護専門学校は、本校の教育理念・教育方針や教育活動、学校運営等に

つきまして学校自己評価を実施し、「令和７年度学校自己評価報告書」を取りまとめて、本校

のホームページに公開いたします。 

 

 また、この度は本校の教育活動と学校運営等につきまして、獣医療関係者や動物関連分

野企業等関係者、保護者、卒業生等の方々のご意見を反映させることを目的に、学校評価

委員会を設置し学校関係者評価を実施いたしました。 

 

学校評価委員会におきまして、評価委員の方々には「令和７年度学校自己評価報告書」に

ついてのご意見等をいただき、「令和７年度学校関係者評価報告書」として取りまとめました。 

 

 今後は、ご指摘いただきましたところは謙虚に受け止め、より良い教育の場を目指し、教職

員一同、改善・向上に尽力してまいる所存です。 

 

 関係者の皆様には、今後とも引き続き、ご支援とご指導をお願い申し上げます。 
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学校関係者評価委員会 

 

学校関係者評価委員 

委員氏名 所  属 備  考 

新山 亮 公益社団法人日本動物病院協会 CAPP院長 獣医療関係者 

淡路 俊喜 
公益社団法人大阪府獣医師会常務理事、 

たんぽぽ動物病院院長 
獣医療関係者 

小笹 孝道 
株式会社十二志会代表取締役、 

おざさ動物病院院長 
獣医療関係者 

川田 睦 
公益社団法人日本動物病院協会会長、 

株式会社ネオベッツ代表取締役 
獣医療関係者 

佐伯 潤 
公益社団法人大阪府獣医師会会長、 

くずのは動物病院院長 
獣医療関係者 

桑原 岳 
公益社団法人大阪市獣医師会会長、 

くわはら動物病院院長 
獣医療関係者 

安部 里梅 
PET CARE HOME Lyuca代表 関連分野企業等 

関係者 

金井 優佳 
のびペットクリニック勤務 関連分野企業等 

関係者 

 

 

学校関係者評価委員会事務局 

委員氏名 所  属 

吉内 龍策 
大阪ペピイ動物看護専門学校 

校長 

宮﨑 安弘 
学校法人宮﨑学園 理事長 

新日本カレンダー株式会社 代表取締役 

青木 理子 
大阪ペピイ動物看護専門学校 

副校長 

 



１．学校の教育目標

評価者意見等

 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画

評価者意見等

３．評価項目の達成及び取組状況

⑤ 卒業生のネットワークづくりは非常によいと思います。実習や見学先の確保という面もありますし、業界内での評
    価や評判なども聞くこともでき、さらには将来子どもの入学も期待できると考えます。

特になし

４　学習成果（小項目４-１～４-１０）

評価者意見等

3-1と同じですが、2026年社会のニーズをどのように考えていますか。またニーズの察知方法をお聞かせください。
人間関係だけではなく、人と動物の関係も良好に維持できる人間を育成してほしい。

AIで調べただけだが、他の４年制大学と比べても実習時間が長い。もっとアピールしてもよいのではないか。

２　学校運営（小項目２-１～２-１４）

１　教育理念・目標（小項目１-１～１-５）

① 2024年AO入試で過去最多の160名のエントリーから優秀な学生獲得につながっていると見受けられた。オープ
    ンキャンパスを遠隔で行う工夫はありますか。プレスクールの継続を期待します。
② TAは実施されていましたでしょうか。先輩に学力以外の相談もできるかもしれません。
③ 新卒の需要は上がるのではないかと推察します。
④  3-2と同様ですが、教員の職場環境は改善していますか？教員数、有給休暇、残業時間(エンゲージメントサー
     ベイなどで可視化の検討)
⑤ インスタの投稿とフォロワーが増えているように見受けられました。同窓会のため卒業生2800名へアンケートを
    送ったことは評価、３年間隔での実施を検討。

特になし

動物病院への就職希望減少の原因、業界の問題なのか、学生の変化に動物病院が対応できていないのか。

評価者意見等

３　教育活動（小項目３-１～３-２１）

評価者意見等



発達障害や精神的な問題などがある学生について、合理的配慮の制度や学生からの申告や相談に対応する仕組
みはあるのでしょうか。

概ね高い評価点にあるが、一部改善できる点がみられる。可能な範囲で最適化を検討されるとよい。

今後の少子化、人口減少に対しての対応として国際交流、留学生に関してなどの検討や、アジア諸国での分校など
に関してどのように考えていらっしゃるのか、もしありましたら教えてください。

指定校推薦の増枠。

専門的な分野で勉強している愛玩動物看護師も多い。学校のプログラムの一つとして外部講師をよび、学生とリア
ルな話もできるとよいかもしれない。北海道の学校では、そのようなイベントもあり就職にもつながっているそうで
す。

評価者意見等

７　学生の受入れ募集（小項目７-１～７-１３）

４年制大学に比べ、受験までの時間が短いことから勉強環境は重要。アルバイトをせずとも勉学に専念できる環境
を構築してほしい。ドロップアウト減少につながるかもしれない。

６　教育環境（小項目６-１～６-６）

評価者意見等

優秀な学生への支援は強化できないか。
奨学金はさまざまあるが、実際動物病院に勤めて返済できるのかシミュレーションはいかがでしょうか。
返済なしの奨学金を増やせないか、成績上位者に対する優遇。
3年制であることは他４年制大学と比べ、金銭的に有利な面を打ち出せないか？（１年余計に授業料、生活費、奨学
金がかかる。また、１年早く収入を得ることができる。）

５　学習支援（小項目５-１～５-１２）

評価者意見等

昨年は大阪動物愛護フェスティバルが中止になりました。
以下の内容を勉強する、実習する機会を増やしてほしい。
　・CAPP（人と動物のふれあい）活動
　・働く動物
　・行政が絡む案件（ネグレクト、飼育崩壊、保護猫(犬)活動）

８　教育の内部質保証（小項目８-１～８-１８）

評価者意見等

１０　社会貢献・地域貢献（小項目１０-１～１０-３）

評価者意見等

2025年２月の合格率100％であることから現状の継続を主眼に、コンプライアンスを繰り返し確認することで継続に
つなげる。模試や外部講師の効果が認められたなら回数を増やす。

９　財務（小項目９-１～９-４）

評価者意見等

特になし
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